
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

｢近藤文庫｣について : 九州大学所蔵儒学者関係諸文
庫と崎門写本

柴田, 篤
九州大学大学院人文科学研究院哲学部門 : 教授 : 中国哲学史

https://hdl.handle.net/2324/13293

出版情報：貴重文物講習会. 17, 2009-02-13. 九州大学附属図書館
バージョン：
権利関係：



2009年2月 13日(金)

九州大学附属図書館 貴重文物講習会 (平成 20年度 第 11回)資料

｢近藤文庫｣について
一九州大学所蔵儒学者関係諸文庫と崎門写本-

文学部 柴 田 篤

-.近世儒学関係書籍と九州大学附属図書館

1,九州大学儒学関係特殊文庫

(1)｢硬水文庫｣(中央館保存書庫)1933､『碩水文庫 目録』(1934)

(2)｢近藤文庫｣(中央館保存書庫､混排)1934

(3)｢武内文庫｣(文学部書庫､混排)1955､文学部図書室分類カー ド ｢武内文庫｣

(4)｢坐春風文庫｣(文学部書庫)1960､『坐春風文庫 目録 及び注』(1969)

(5)｢益田 (古峯)文庫｣(教養部分館､混排)1966､『益田文庫分類日録』(手書)

(6)｢崎門文庫｣(文学部書庫)1981､『崎門文庫目録』(手書､1985)

(7)｢高瀬文庫｣(文学部書庫､現中央館)1983､『高瀬文庫 目録』(手書､1985)

(8)｢吉村文庫｣(文学部貴重書庫)1985､『吉村家文庫 目録』(1986)

2,楠本正継教授 (1896-1963)

明治 29年 12月 (1896)

大正 4年 3月 (1915)

8年 7月 (1919)

11年 3月 (1922)

12年 4月 (1923)

15年 10月 (1926)

昭和 2年 5月 (1927)

3年 3月 (1928)

9年 4月 (1934)

17年 6月 (1942)

19年 5月 (1944)

24年 4月 (1949)

28年 4月 (1953)

29年 4月 (1954)

31年 10月 (1956)

35年 3月 (1960)

35年 6月 (1960)

37年 11月 (1962)

38年 11月 (1963)

38年 12月 (1963)

39年 1月 (1964)

長崎県東彼杵郡崎針尾村 (現佐世保市)に出生 (29日)

長崎県立平戸中学猶興館卒業

第五高等学校卒業

東京帝国大学文学部支那哲学科卒業

浦和高等学校教授

九州帝国大学法文学部助教授

九州帝国大学法文学部支那哲学史講座教授

哲学及び支那哲学史研究のため独 ･英 ･中に留学 (満 2年間)

文科研究室主任 (2年間)

文学博士 (東京大学)の学位を授与

九州帝国大学附属図書館長 (第 11代､2年間)

九州大学評議員 (2年間)

九州大学文学部教授､大学院文学研究科指導教官

文部省科学研究費による総合研究 ｢九州儒学思想の研究｣開始

ロックフェラー財団研究助成費による ｢宋明思想の研究｣開始

九州大学定年退官

九州大学名誉教授

『宋明時代儒学思想の研究』を康池学園出版部より出版

『宋明時代儒学思想の研究』により西 日本文化賞受賞

福岡市の自宅において逝去 (23日)享年 66

『宋明時代儒学思想の研究』により朝 日文化賞受賞

-1-



3,楠本家三代と旧蔵書

楠本端山 (1828-1883) 名は後覚､｢楠本文庫｣(長崎図書館)

楠本硬水 (1832-1916) 名は竿嘉､｢碩水文庫｣(九州大学)

楠本海山 (1873-1921) 名は正翼､端山の長子､｢楠本文庫｣(長崎図書館)

楠本正継 (1896-1963) 号は剛堂､海山の長子､｢楠本文庫｣(国士舘大草)

(1)｢碩水文庫｣(九州大学附属図書館中央図書館)1933年 (昭和 8)購入

『硬水文庫 目録』(1934)

(2)｢楠本文庫｣(長崎県立長崎図書館)1975年 (昭和39)購入

『長崎県立長崎図書館古典籍 目録』(2008)

(3)｢楠本文庫｣_(国士舘大草附属図書館)1965年 (昭和40)寄贈

『楠本文庫漢籍 目録』(1973)

二.崎門写本について

1,山崎闇斎と崎門三傑

山崎闇斎 (1618-1682)

佐藤直方 (1650- 1719)､浅見綱斎 (1652- 1711)､三宅尚斎 (1662- 1741)

2,崎門文献

(1)『日本道学淵源録』大塚観潤編､楠本碩水増補､1900序､1934刊

(′2)『崎門学脈系譜』楠本碩水編､1891序､1940刊

(3)『大倉精神文化研究所所蔵 崎門学派著作文献解題』(『阿部隆一遺稿集』第三巻)

3,｢近藤文庫｣収蔵写本

① 『易学啓蒙先天図説』 1冊 (月田蒙斎撰)(123/エ/21)

② 『海気深処詩藁』 1冊 (月田蒙斎撰)(564/カ/21)

③ 『延平答間』 2冊 (朱薫編､正保 3年刊､｢敬甫｣印､中村之欽旧蔵)(123/エ/23)

④ 『論愛之理之説』 (高階有則撰)(123/ロβ9)

『論宇井弘篤愛之理説』(碩水文庫/ロ/16､貴重書庫)

【楠門学参考文献】

(1)柴田篤 ｢貞方弥三郎と柳浦文集｣(『中国哲学論集』第 11号､1985)

(2)柴田篤 ｢『鳶魚斎詩文』一明治の儒学者楠本海山の詩稿と文稿-｣

(『九州中国学会報』33号､1995)

(3)柴田篤 ｢楠本海山覚書-ある崎門学者の生涯と著述-｣(『香椎潟』49号､2003)

(4)柴田篤 ｢文学部所蔵 ｢武内文庫｣ の謎を追って一楠本正継図書館長とその時代-｣

(5)柴田篤 ｢楠本家三代の家学と退渓学｣(『中国哲学論集』第 31･32合併号､2006)

(6)柴田篤 ｢碩水文庫余滴-楠本正継教授と九州大学附属図書館-｣

(『中国哲学論集』第 33号､2007)

(7)柴田篤 ｢楠本正継博士覚書｣(『名古屋大学中国哲学論集』第6号､2007)

(8)柴田篤 ｢益田古峯小伝一九州大学 ｢益田文庫｣の旧蔵者-｣

(『中国哲学論集』第 34号､2008)
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出典: 阿部隆一「大倉精神文化研究所所蔵崎門学派著作文献解題」(『阿部隆一遺稿集』第3巻,汲古書院,1985)
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③ 『通書解筆記』(楠本碩水旧蔵､｢碩水蔵書｣､碩水文庫/ツ/5)

② 『通書解筆記』(近藤思斎旧蔵､｢収按｣､121/ツ/2)
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④ 『論語師説』(武内謙介旧蔵､文学部 ｢武内文庫｣､支哲/6/73)
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⑤ 『論語師説』(近藤畏斎旧蔵､中央館 ｢近藤文庫｣､123/ロ/25)
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